
交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 空知管内 岩見沢市 

取組事項（テーマ） 私立幼稚園教諭と小学校教員の授業交流について 

地域の実情と取組のねらい 

小学校区内や校区に近い私立幼稚園教諭と小学校教員が互いに交流できる

機会を意図的に設定し、教員間の交流と子どもの交流はもとより、幼児や児童

の交流を通して、幼稚園と小学校間の円滑な接続をねらいとする。 

取組内容 
Ⅰ 教員による授業交流及び子どもの交流 

 ・小学校区内の幼児と児童の交流を行っている。 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、対面による交流が難しい状況

となっていたが、紙面交流など、交流の方法を工夫し、コロナ禍であっ

ても、定期的な交流の機会を設定している。 

 ・保育参観の際に、事前に小学校の教員に「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を配付し、保育参観の視点を明確にするとともに、幼小連携

で育む子どもの姿を共有している。 

 

Ⅱ 自由交流期間の設定 

 ・小学校及び幼稚園の行事予定表及び

日課表を互いに送付し、来校、来園

が可能な日程で自由交流期間を設定

した。自由に相互の幼稚園及び学校

を訪問できるよう工夫したことで、

気軽に訪問し合える風土をつくって

いる。 

 

Ⅲ 児童の作品の園内掲示 

 ・幼児と児童の交流の機会の１つとして、小学校第１学年の児童の作品を 

  校区内の私立幼稚園の園内に掲示するなど、幼児が入学後の生活に、期

待を膨らませるようにするとともに、幼稚園教諭が小学校の授業内容を

知る機会としている。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 
小学校(教頭、教務主任、教員)、私立幼稚園(園長) 計 10 名程度 

成果・課題 
[成果] 

・年間指導計画に、交流の時期を位置付けたり、自由交流期間を設定したりす

ることで、相互の幼稚園及び学校を訪問する機会が増え、日常的な情報交流

につなげることができた。 

・小学校教員が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、研修を深

めることで、小学校教員による保育参観の視点が明確になるとともに、幼小

連携・接続に向けた意識の向上を図ることにつながった。 

[課題] 

・幼小連携の一層の充実に向けて、教職員の交流の際には、管理職や低学年の

教員など一部の教員だけでなく、学校として組織的に教員が関わることが

できるよう、取組内容を工夫する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 

【幼稚園教諭と小学校教員が交流する様子】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 空知管内 滝川市 

取組事項（テーマ） 小学校入学に係る合同引継ぎ会について 

地域の実情と取組のねらい 

市内にある複数の幼児教育施設から複数の小学校に入学するため、幼稚園、

保育所、小学校及び各種関係機関で合同引継ぎ会を実施し、情報共有を図るこ

とで、幼児の状況等の円滑な引継ぎを行うことをねらいとする。 

取組内容 
Ⅰ 幼稚園・保育所・小学校連携推進研修会の実施 

・授業参観及びグループ懇談を通して、幼児教育施設の保育者と小学校教

員が交流し、互いにできる具体的な連携の方策や内容を協議し、共通理

解を図る。 

 ・小学校入学後の指導計画について協議する。 

 ・幼児及び児童を対象にした実践的な運動あそびの指導について、講演会

や実技指導に係る研修会を実施する。 

 

Ⅱ 小学校入学に係る合同引継ぎ会の実施 

 ・市教育委員会が日程調整等を行い、幼児教育施設の担当者が小学校を巡

回し、引継ぎを実施する。 

 ・集団生活への適応状況及び友人関係など、幼児教育施設での生活の中で

課題の見られる幼児の状況及び家庭環境等について情報共有する。 

 

Ⅲ 保育要録や「引き継ぎ個人票」等を活用した引継ぎ 

 ・合同引継ぎ会の場において、保育  

要録等を用いて、幼児教育施設か 

ら小学校へ引き継ぎを行うととも 

に、「引き継ぎ個人票」を用いて、 

市のこども発達支援センターや健 

康づくり課等の関係機関と情報共 

有を図っている。 

 

 

 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

小学校(教頭、教務主任、教員)、幼稚園・保育所の保育者（園長、保育士、幼

稚園教諭、保育教諭等) 、関係機関職員 計 30 名程度 

成果・課題 
[成果] 

・幼稚園、保育所及び小学校が連携推進研修会を開催することで、幼小連携・

接続に係る共通理解を一層深めるとともに、幼小の系統性を意識した指導

を行うことにつながった。 

・小学校教員が児童の実態や幼児教育施設での経験を踏まえて、見通しをもっ

て指導を行うことができるようになった。 

[課題] 

・効率的な引継ぎを行うために、日程調整の改善や内容の充実を更に図ってい

く必要がある。 

 
 
 
 
 

【幼稚園・保育所・小学校の引継ぎ会の様子】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 空知管内 歌志内市 

取組事項（テーマ） 幼小の円滑な接続に向けたスタートカリキュラムの作成について 

地域の実情と取組のねらい 

児童が円滑に小学校生活をスタートできるよう、４月から６月まで、週ごと

に指導の重点を設定し、児童への配慮事項を位置付けたスタートカリキュラ

ムを作成し、小学校就学後の児童の学習及び生活の基盤づくりに資すること

をねらいとする。 

取組内容 
Ⅰ 認定こども園と義務教育学校における連携推進委員会の実施 

 ・年間を通して、認定こども園及び歌志内学園が学校行事等を通じて、交

流の機会を設定し、教育課程編成の改善を図るなど、就学時の円滑な接

続に努めている。 

 

Ⅱ 入学後の指導体制の充実と保護者との共通理解 

 ・小学校のきまりや児童が使用する学習用具等について、事前にチェック

リストを作成し、保護者に配付するなどして、小学校入学前に保護者と

共通理解を図っている。 

 ・入学後の登下校について、バス通学及び徒歩通学児童の安全確保のため

事前に通学路の安全指導等を行っている。 

 

Ⅲ スタートカリキュラムの内容 

 ・月ごとに設定した重点指導項 

目を基に週の指導内容を整理 

し、計画的に入学後の学校生 

活への適応を図っている。 

 ・交流や情報共有だけではなく 

認定こども園の保育者の意見 

を踏まえたスタートカリキュ 

ラムの検討及び改善等を行い、 

次年度以降の幼小の円滑な接続に努めている。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

前期課程及び後期課程(教頭、教務主任、教員)、認定こども園職員（園長、幼

稚園教諭等) 計 10 名程度 

成果・課題 
[成果] 

・入学当初の小学校生活について、幼児の実態を踏まえた配慮事項等をまと

めたプログラムを作成したことにより、児童が小学校生活に円滑に適応で

きるようになった。 

・入学後の児童の学校生活について、事前に保護者と共通理解を図ることで、

保護者が安心して、児童を登校させることにつながった。 

[課題] 

・スタートカリキュラムの内容の充実に向けた改善を行う時期を、年間計画

に位置付け、計画的に検証・改善を図る必要がある。 

 
 
 
 
 
 

【スタートカリキュラム】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 空知管内 長沼町 

取組事項（テーマ） 
年間を通した幼児教育施設との連携をもとにしたスタートカリキュラムの充

実について 

地域の実情と取組のねらい 

関係者が必要な情報を交換するとともに、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を踏まえ、幼児教育施設の意見を取り入れたスタートカリキュラムを

作成することで、幼児教育施設の経験を生かした小学校での学びへと円滑に

移行することをねらいとする。 

取組内容 
Ⅰ 幼児教育施設と小学校の情報交流 

 ・就学時発達検査の際に、幼児教育施

設保育者と小学校教員で幼児の幼稚園

での様子について情報交流を行った。 

 ・相互授業参観や１日入学を通して、

小学校教員は、園児の実態を把握す

るとともに、幼児教育施設保育者が

小学校第１学年の学習の様子を参観

することで、連携・接続を意識した

保育の充実に努めている。 

 

Ⅱ 小学校入学に係る引継ぎ会の実施 

 ・幼児教育施設が保育要録を提示し、日常の幼児の様子や保護者の様子な

どについて情報提供を行うことで、小学校への円滑な引き継ぎを目指し

ている。 

 

Ⅲ スタートカリキュラムの作成 

 ・入学当初の時間割について、幼児教育施設保育者の意見を踏まえて作成

するなど、円滑な接続が図られるようにしている。 

 ・給食指導時のアレルギー対応に係る配慮事項や学習面及び生活面におけ

る特別な配慮を必要とする児童等について、幼児教育施設保育者から情

報提供を受け、入学後の指導に生かしている。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

小学校(教頭、教務主任、教員)、幼稚園・保育所の保育者（園長、保育士、幼

稚園教諭、保育教諭等) 、ＰＴＡ構成員 計 10 名程度 

成果・課題 
[成果] 

・小学校教員や幼児教育施設保育者が、日常的に相互交流を行うことで、教員

の幼小連携・接続に対する意識の向上を図ることができた。 

・交流、引継ぎ及びスタートカリキュラムの作成などの一連の流れを年間計画

に位置付けることで、計画的に連携を進めることにつながった。 

[課題] 

・今後は、ＩＣＴ端末を活用したり、紙面での交流を行ったりするなど、実施

方法を工夫し、交流する機会を設定することが必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【１日入学の様子】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 石狩管内 江別市 

取組事項（テーマ） 幼児教育施設と小学校の年間を通した交流の実施 

地域の実情と取組のねらい 

 年間を通して、幼児教育施設と小学校との交流を継続して行うことにより、

小学校入学後の学校生活に対する意欲と安心感をもたせ、幼児期の教育から小

学校教育への円滑な接続を目指す。 

取組内容 
【計画の立案】 

・５月に幼小連携協議会等を実施し、幼児教育施設の教職員と小学校の教職

員で１年間の交流の方向性と日程を確認した。 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、小学校の行事の中で、交

流が可能なものを洗い出した。 

・これまでに実施してきた交流活動を見直し、今年度、実施可能なものにつ  

 いて取り決め、実施方法を検討した。 

①運動会については、幼児が小学校第１学年の練習の様子を見学する。 

②野菜の収穫の会は、幼小が各自で行い、合同では実施しない。 

③学習発表会については、幼児が小学校第１学年の鑑賞を行う。 

 

【取組内容】 

・幼児教育施設の年長児が小学校第１学年の劇を鑑賞した。年長児から感想 

 を伝えるとともに、小学校第１学年の児童からお礼の言葉を述べるなど、 

幼児と小学生の交流の１つとして実 

施することができた。 

・小学校の教員からは、「児童が交流を 

 楽しみにしており、張り切ってがん 

 ばる児童の姿を見ることができた」 

などの感想があった。 

・幼児教育施設の教職員からは、「幼児 

 にとって、小学校入学後の活動を直 

 接見ることができて、いい機会になっ 

た」などの感想があった。 

 

取組に主として携わ

った者(所属/人数) 

小学校（教頭、教務主任、担当教諭）、認定こども園（園長、主任保育教諭、

保育教諭）計６名 

成果・課題 
[成果] 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、幼児教育施設と小学校にお 

いて、実施可能な行事を中心に交流の機会を継続的・計画的に設定し、連携 

を図ったことにより、幼児は児童に憧れの気持ちを持ったり、小学校生活に

期待を寄せたりすることができた。 

[課題] 

・交流活動後に、互いの意見や情報を十分に交換するなど、相互の連携を図り

ながら、次年度の年間計画の見直しに生かす必要がある。 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況等を踏まえ、どの行事が交流可能かに

ついて、引き続き検証する必要がある。 

 

 

 

 

【劇を鑑賞する年長児】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 石狩管内 江別市 

取組事項（テーマ） 幼児教育施設と小学校の連携を生かしたスタートカリキュラムの作成 

地域の実情と取組のねらい 

 幼児教育施設と小学校において、継続して実施している交流活動等の内容を

基に、小学校でスタートカリキュラムの編成・実施を進め、幼児教育と小学校

教育のより一層の円滑な接続を目指す。 

取組内容 
【計画の立案】 

・小学校に入学する新第１学年の児童が早い段階で、小学校生活に慣れ、安

心して教育活動に取り組むことができるよう、スタートカリキュラムを編

成した。 

 

【入学後の取組について】 

・幼児教育施設と小学校において、合同で実施してきた「じゃがいも植え」

の活動について、小学校入学後の５月に同様の体験を小学生として行うな

ど、教育活動への見通しを持たせた。 

・生活科を中心に、春の植物を探したり、校内を探検したりするなど、幼児

教育施設で慣れ親しんだ活動を取り入れることで、安心して児童が学習で

きるようにした。 

 

【実施の際の工夫点について】 

・前年度に入学する児童の学びと育ちに 

ついて、幼児教育施設の職員と小学校 

教員が情報交換を行うなど、児童の実 

態を踏まえながら、スタートカリキュ 

ラムを実施した。 

・４月中の学習支援員の配置について、 

重点的に第１学年に割り振り、個に応 

じた支援を充実させた。 

・１日の予定や活動の手順を文字や絵、 

写真などで提示することで、見通しを 

持ち、安心して活動できるように工夫 

した。 

取組に主として携わ

った者(所属/人数) 

小学校（教頭、教務主任、担当教諭）、認定こども園（園長、主任保育教諭、

保育教諭）計６名 

成果・課題 
[成果] 

・学級担任だけでなく、全教職員で協力体制を整えるとともに、幼児教育施設

との交流を生かし、児童の実態を踏まえながら、環境の整備を工夫したこと

により、児童の安心感につなげることができた。 

・複数の教職員が第１学年の教室に入ることができるよう、学校全体で時間割

を調整することで、他の学年の教員もスタートカリキュラムについて理解を

深めることができた。 

[課題] 

・次年度のスタートカリキュラムの編成に向けて、幼児教育施設の教職員との

合同研修を計画するなど取組のさらなる充実に向けて工夫する必要がある。 

 

 

 

生活科

道　徳

学　活
勉強の約束、給食の準備、

図書室利用のしかた

「自分を見つめて」

（規則正しく気持ちの良い毎日を）

「あいさつ」「べんきょうがはじまります

よ」

「がっこう　だいすき」

（学校たんけん、校舎周り散策）

【スタートカリキュラムの一部】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 石狩管内 新篠津村 

取組事項（テーマ） 福祉部局が中心となった幼児教育施設と小学校との引継ぎの工夫 

地域の実情と取組のねらい 

 村の福祉部局が中心となり、幼児教育施設と小学校との引継ぎの実施方法を

見直し、年間を通して、幼児教育施設との引継ぎを複数回行うことにより、幼

児期の教育から小学校教育への円滑な接続を目指す。 

取組内容 
【現状の取組】 

・保健師が中心となり、就学前の子どもの様子を把握する。 

・個別の支援ファイルを作成する。 

・関係機関や医師など専門家と連携を図る。 

・保育士が指導計画を作成する。 

・専門機関による巡回相談等を活用する。 

 

【課題】 

・保健師、福祉部局、教育委員会で子どもの情報を共有しているが、各担当

部署ごとの取組にとどまっているケースがある。 

・幼児教育施設と小学校間で、小学校入学後の連携体制を構築する必要があ

る。 

 

【改善方策】 

・切れ目のない一貫した指導や支援 

を充実させるために、福祉部局が 

中心となり、幼児教育施設と小学 

校との間で、複数回引継ぎを行う 

とともに、職員間による情報交換 

の機会を設定した。 

 

【取組内容】 

・部署間の連携体制の充実・強化を 

 図る。 

・切れ目のない引継ぎの方法を検討 

 する。 

・研修会を通した発達支援に対する 

 理解及び専門性の向上を図る。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

村（福祉部局職員、教育委員会職員）、小学校（教頭、特別支援教育コーディ

ネーター）、保育所（職員）計７名 

成果・課題 
[成果] 

・幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るため、小学校の教員との意見交換 

 の場を設定するとともに、引継ぎを複数回実施したことにより、小学校入学

後の児童に対する支援の見通しを持つことができた。 

[課題] 

・幼児教育施設と小学校において、教職員だけではなく、子ども同士の交流な

どを進め、幼児期の教育の成果が小学校につながるように工夫する必要が

ある。 

 

 

 

今後の取組
○支援連携体制の構築・強化

保護者
乳幼児～１８歳

保健師

子育て世代包括支援センター

福祉

保育所

教育

小中学校

専門機関の活用
関係機関との連携

専門的助言・支援

保護者への紹介・取次

サービス等の受給

【関係部署間の連携強化イメージ図】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 後志管内 ニセコ町 

取組事項（テーマ） 幼児センターから高校まで連続性のある一貫教育 

地域の実情と取組のねらい 

 ニセコ町はウィンタースポーツを中心とした観光業が盛んで、人口が増加傾

向であり、ニセコ町幼児センターでも園児数が年々増えている。また、国際化

が進み、国内外の様々な地域からの入園者も多い。ニセコ町教育委員会では、

幼児センターから高校まで連続性のある一貫した教育を進めており、幼児セン

ターでは小学校との円滑な接続に向けて、園児と児童の交流や小学校の教職員

による保育参観・引継ぎなどを行っている。 

取組内容 
１ ニセコ小学校との交流活動 

幼児センター５歳児が、ニセコ小学校   

の地域参観日の中で第１学年児童が運営  

しているフェスティバルコーナーに参加 

したり、児童と一緒に鬼ごっこをしたり 

することにより、小学校生活に向けて興 

味・関心を高めている。 

２ 「英語で遊ぼう」カリキュラムの実践 

小学校外国語活動の準備段階として、   

身体を動かしながらリズムや音楽に合わせて遊びやゲームを行い、外国語

に慣れ親しむ活動を３歳児から週１回実施している。 

３ 小学校教職員による保育参観 

幼小の円滑な接続に向けて、小学校の教職員が幼児センターでの保育や

給食の様子などを参観し、小学校での指導の参考としている。 

４ 小学校入学へ向けた引継ぎ 

小学校の教職員と 5 歳児の担任が園児一人一人の生活の様子や配慮を必

要とする事項について、指導要録を基に丁寧な引継きを行っている。 

取組に主として携わ

った者(所属/人数) 

ニセコ幼児センター３名 

ニセコ小学校３名 

成果・課題 
【成果】 

・幼児と児童の交流活動や小学校の教職員による保育参観等を継続して実施

することにより、双方の教職員の交流が活発になり、日頃から質問や意見交

換などがしやすくなっている。このことにより、幼児センターの保育におい

ても、５歳児への指導など、小学校への接続を見据えた取組が増えてきてい

る。 

【課題】 

・今後も連続性のある一貫した教育を進めるため、新型コロナウイルス感染症

の感染状況を見極めながら、日常的な交流活動の継続や引継ぎの充実を図る

必要がある。 
 
 
 
 

【小学校のフェスティバルに参加】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 後志管内 共和町 

取組事項（テーマ） アプローチカリキュラム及びスタートカリキュラムの作成 

地域の実情と取組のねらい 

はまなす幼児センターは、北辰小学校に入学するほぼ全ての幼児が通園し

ていることから、はまなす幼児センターと北辰小学校で、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を共有して教育内容の充実を図っている。 

また、はまなす幼児センターの先行実践を参考に、町内のもう一つの施設で

ある中央幼児センターにおいても、東陽小学校及び西陵小学校のスタートカ

リキュラムに合わせ、アプローチカリキュラムを作成している。 

取組内容 
取組が先行しているはまなす幼児センターと北辰小学校の計画は、次のと

おりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまなす幼児センターと北辰小学校で 

は、双方の管理職や教務主任等を中心と 

して、幼小合同で接続期のカリキュラム 

を作成している。６月にはスタートカリ 

キュラムの検証、３月にはアプローチカ 

リキュラムの検証を行うことで、教育内 

容の充実・改善を図っている。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

はまなす幼児センター３名 

北辰小学校３名 

成果・課題 
[成果] 

・はさみの使い方など、幼児センターの活動と学校の学習で重複する部分が少

なくなり、小学校でより発展的な学習をすることができた。 

[課題] 

・幼児教育では、生活や経験を重視した経験カリキュラムによる「遊び」を通

した「方向付け、発達の促し」を重視しており、小学校は、教科カリキュラ

ムによる学習が中心で、「目標へのゴール」を重視しているため、幼児セン

ターと小学校のスタンスの違いを互いに十分に認識し、今後の取組を発展

させていく必要がある。 

・新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めながら、活動を停滞させない

ように連携・接続を工夫して進めていく必要がある。 

 

【北辰小学校における体験学習（令和２年度は中止のた

め、写真は令和元年度の様子）】 

【はまなす幼児センターアプローチカリキュラム（一部）】 【北辰小学校スタートカリキュラム（一部）】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 胆振管内 苫小牧市 

取組事項（テーマ） 苫小牧市引継ぎシートの作成 

地域の実情と取組のねらい 

これまで、小学校が学校独自の様式で引継ぎシートを作成し、幼児教育施設

に情報提供を依頼していたことから、全小学校で統一した様式を用いて引継ぎ

を行うことができるよう、苫小牧市教育委員会と苫小牧市健康子ども部こども

育成課が連携して引継ぎシートを作成した。 

※本市の幼児教育施設及び小学校数･･･幼児教育施設は幼稚園、認定こども園、

保育所、認可外保育所の 44 施設、小学校は 23 校 

取組内容 
１ 現状の把握 

市教育委員会とこども育成課で小学校と幼児教 

育施設の引継ぎ方法について、各学校や幼稚園等 

に調査を行い、現状を把握した。 

その結果、幼児教育施設が作成している幼児指 

導要録等の他に小学校が独自に作成した引継ぎシ 

ートを用いて、情報収集を行っている学校が複数 

校あったことから、市で統一した引継ぎシートを 

作成することとした。 

２ 取組の工夫 

引継ぎシートの説明資料として、別紙「幼稚園 

等との引継ぎについて」を作成し、今後の市内の 

引継ぎについての方向性を示した。別紙には、「本 

市の課題」、「幼稚園等との引継ぎ方法についてのアンケートの結果から」、「今

後の方向性」を示すとともに、引継ぎについてのＱ＆Ａを作成して各小学校及

び幼児教育施設に配布した。 

取組に主として携わっ

た者(所属/人数) 

苫小牧市教育委員会指導室、苫小牧市健康こども部こども育成課総務係  

計２名 

成果・課題 
[成果] 

・引継ぎシートを統一することで、幼児教育施設が同じ視点で園児の実態を記

載し、小学校に必要な情報を引き継ぐことができる。また、統一した様式を

用いることで、幼児教育施設職員の働き方改革にも効果が期待できる。 

[課題] 

・今年度から実施していることから、今後、小学校や幼児教育施設から内容面

における修正点等、課題を集約し、改善を図る必要がある。 

 

【別紙「幼稚園等との引継ぎについて」】 【引継ぎについての Q&A】 

【苫小牧市引継ぎシート】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 胆振管内 壮瞥町 

取組事項（テーマ） 幼児教育施設と小学校との交流 

地域の実情と取組のねらい 

就学前の１年間を通して、幼児教育施設と小学校の交流を進めることにより、園

児が安心して小学校に入学できることをねらいとしている。 

園児が小学校に親近感をもち、入学への期待感をふくらませるとともに、園児及

び教職員間の交流を進め、互いの教育活動の理解を深める。 

取組内容 
○ 年間を見通した交流について 

  ６月～小学校運動会総練習参観 

  ９月～保育所運動会参観（小学校校長、教頭、教務主任等が参観） 

  ９月～学校見学（学校探検・授業参観） 

  10 月～保育所参観日（小学校校長、教頭、教務主任、支援員等が参観） 

  10 月～小学校学芸会総練習参観 

  11 月～遊びの交流（園児と小学校第１・２学年の交流） 

  １月～就学児対象保育参観（小学校校長、教頭、教務主任、教育委員等が

参観） 

  ２月～保育所公開保育（小学校校長、教頭等が参観） 

  ２月～楽しく遊ぼう・給食交流（園児と小学校第５学年の交流） 

 

○ 幼児教育施設と小学校の情報共有について 

・園便り、学校便りを交換することにより、幼児教育施設と小学校の学習活

動及び行事の様子を把握する。 

・感染症流行時には、綿密に連絡を取り合い、状況について情報提供する。 

 

※例年実施している取組であるが、令和２年度及び令和３年度は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から、実施できなかったものがある。 

 

取組に主として携わ

った者(所属/人数) 

壮瞥町教育委員会（主幹１名、係１名、教育委員４名）、 

小学校（校長、教頭、教務主任、特別教育支援員、地域コーディネーター） 

認定こども園そうべつ保育所所長及び年長児担任（主任）   計 13 名 

成果・課題 
[成果] 

・学校見学等で園児が小学校に入ることで、小学校での生活環境に親しみを感

じ、慣れていく様子が見られる。 

・園児の様子について引継ぎを行う際、年間を通して交流を行っていることか

ら、実態に基づいた生活の様子等を細かく伝えることができ、幼児教育施設

にとっても小学校側にとっても有意義である。 

・行事（運動会、公開保育、参観日）を通して、就学する園児の姿を継続して 

見ることができることから、新入学児童に対して理解を深めることができ 

る。 

・教育委員会職員が小学校と幼児教育施設の橋渡しの役割を担っており、園児

の様子を日常的に見ていただくなど連携を図ることができている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 日高管内 新冠町 

取組事項（テーマ） 町内の小学生との交流事業 

地域の実情と取組のねらい 
 小学生との交流を通し、認定こども園の年長児が小学生と交流し、幼児教育

施設と小学校が円滑に接続することをねらいとする。 

取組内容 
認定こども園の年長児が、スムーズに小学校生活になじんだり、小学校へ

の期待感を高めたりすることができるよう、毎年２月に、新冠町立朝日小学

校の第５学年の児童との交流を実施している。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度及び令和３年度は、

交流を実施していないが、今後も幼児教育施設と小学校との連携を深めるこ

とができる取組を行う予定である。 

 

＜小学生との交流事業＞ 

・第５学年の児童が認定こども

園の年長児と一緒に遊ぶこと

ができるゲーム等を考え、認

定こども園のホールで、園児

との交流を図った。 

＜認定こども園の反応＞ 

・「小学生のお兄さん、お姉さん

と交流することができて、楽し

かった」と園児が感じており、

小学生との交流を楽しむこと

ができていた。 

・認定こども園の職員は、「園児

が、小学校入学に向け、気持ち

を高める貴重な体験をする機

会となっている」という感想

をもっていた。 

 

 

成果・課題 
[成果] 

・認定こども園の年長児が、小学生と交流することにより、小学校入学に向

けた期待や見通しを持つことができた。 

[課題] 

・発達の段階に応じた指導や支援の在り方を交流し、幼児教育施設と小学校

の教育が円滑に接続されるよう理解を深める機会を設定する必要がある。 

 

 

 

【小学生と園児の交流の様子】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 日高管内 浦河町 

取組事項（テーマ） 就学時健康診断における「知的発達スクリーニング検査の環境」の整備 

地域の実情と取組のねらい 

知的発達スクリーニング検査時に、幼児教育施設の職員が参加することで、

幼児が安心して検査を受け、就学への期待を高めるとともに、幼児教育施設と

小学校の連携を早い時期から行うことで、継続した丁寧な引継ぎが行われる

ことをねらいとする。 

取組内容 
浦河町特別支援教育連携協議会では、これまで「小１プロブレム」「幼小連

携」「就学に関わる教育相談について」などの様々な課題に取り組んでいる。

「就学時健診の知的発達スクリーニング検査を受ける際、保護者から離れる

と泣いてしまう幼児」や、「初めての場所に緊張する幼児」の姿が見られたこ

とから、検査時に、幼児がもつ本来の力を発揮できていないのではないかとい

う意見が、令和２年度の協議会で出され、適切に検査が実施できるよう、次の

ように環境を整えた。 

 

＜人的環境＞ 

・入学する予定の小学校の教員を検査員とし、通園している幼児教育施設の

職員が補助員として参加し、幼児の行動観察やサポートができるようにし

た。 

・検査を受ける人数を 10～12 名にし、幼児をサポートしやすくした。 

 

＜物的環境＞ 

・会議室に常設してある机ではなく、小学校低学年用の学習机と椅子を準備

し、幼児の体の大きさに合わせた環境で検査を実施した。 

 

＜浦河町の就学までの日程＞ 

７月 年中児、年長児及び希望する保護

者を対象とした就学前説明会           

８月 家庭連絡文書「安心して就学を迎

えるために」の配付(年長児全戸) 

９月 就学時健康診断  

２月 一日体験入学 

４月 入学 

   

成果・課題 
[成果] 

・物的環境、人的環境を整えたことで、例年に比べ、落ち着いて検査を受ける

幼児の様子が見られた。 

・検査直後に、小学校教員と幼児教育施設の職員が交流する機会を設けたこと

で、幼児の実態の詳細について、共通理解を図ることができた。 

[課題] 

・幼児が困っていることを見取り、きめ細かな対応をすることができるよう、

幼児教育施設の職員の資質・能力を向上させるとともに、特別支援教育に対

する保護者の理解を促進する必要がある。 

・早期から教育相談、発達相談を行うことができるよう、町内の療育施設や医

療機関等と幼児教育施設及び小学校が連携を強化する必要がある。 

 
 

 

 

 

 

 

【スクリーニング検査の様子】 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 日高管内 えりも町 

取組事項（テーマ） 幼児教育施設と小学校の連携 

地域の実情と取組のねらい 
系統性を踏まえた指導の視点を明確にするため、管理職同士の情報交流を

行い、幼児教育と小学校教育を滑らかに接続することをねらいとする。 

取組内容 
えりも町では、幼児教育と小学校教育の滑らかな接続を図るため、次の取

組を実施している。 
＜三者代表者会議＞ 

・年に2回、6月及び1月に開催する。 

・幼稚園長、保育所長、小学校長によ

る情報交流と協議を行う。 

・年長児の様子や小学校に入学した児

童の様子を交流する。 
＜スタートカリキュラムの作成＞ 
・小学校に入学した際、児童が円滑
に学校生活になじむことができるよ
う、学習活動を工夫する。 

＜幼児の小学校見学・参観＞ 
・入学予定の幼児が、実際に小学校
を訪問し、授業参観、学校探検、児
童との遊びなどを体験する。 

＜幼児教育振興会の学習会＞ 
・幼稚園及び保育所の職員と保護者が、幼児教育と小学校教育に係る課題
などを学ぶ。(令和２年度から、コロナ禍により休止中) 

＜教育委員会と町民生活課との連携＞ 
・幼稚園と保育所・小学校との連携の促進に向けた連携を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成果・課題 [成果] 
・幼児教育施設の代表と小学校長による「三者代表者会議」を開催し、幼児教
育施設の職員と小学校教諭が、お互いの教育活動を参観する機会を設けた
ことにより、それぞれの状況や課題等、具体的な内容について、理解が図ら
れた。 

・幼児が、小学校の行事に参加したり、授業参観をしたりすることにより、小
学校入学後に、不安なく生活する様子が見られるようになった。 

 [課題] 
・「三者代表者会議」をさらに発展させ、幼児教育施設と小学校の主任等の教
諭による意見交流を定期的に実施し、幼児一人一人の特性や、個に応じた指
導の充実が図られるよう、実態に応じた共通理解の場を設定する必要があ
る。 

 

【幼児の小学校見学の様子】 

【スタートカリキュラム(一部抜粋)】 

 



交流・引継ぎ・スタートカリキュラム 

地域の実情に即した幼小連携・接続の取組について 

管内・市町村 日高管内 新ひだか町 

取組事項（テーマ） 幼児教育施設の意見を取り入れたスタートカリキュラムの作成 

地域の実情と取組のねらい 
幼児教育施設で育成を目指す資質・能力の視点等の意見を取り入れたスター

トカリキュラムを小学校が作成し、幼児教育施設と小学校を円滑に接続するこ
とをねらいとする。 

取組内容 
新ひだか町立高静小学校が、幼児教育施設と連携し、スタートカリキュラム

を次の手順で作成した。 
・小学校でスタートカリキュラムの原案を作成した。 
・１～３月に、小学校の主幹教諭、教務主任、特別支援コーディネーターが
小学校に入学する幼児のいる幼稚園、保育所を訪問し、次年度入学予定の幼
児の様子を参観した。 
・参観後、小学校の教員が、各幼児教育施設の職員と交流する機会を設定
し、指導や保育の状況、育成を目指す資質・能力等の共通理解を図った。ま
た、スタートカリキュラムの原案を示し、内容について、協議を行った。 
・各幼児教育施設から出された意見を参考に、小学校の教員がスタートカリ
キュラムを修正した。 
・修正したスタートカリキュラムを、幼小の接続を意識した保育の参考にし
てもらうよう、各幼児教育施設に配付した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組に主として携わっ
た者(所属/人数) 

小学校(教頭、主幹教諭、教務主任、特別支援コーディネーター)、幼稚園 2 校
(園長、保育教諭)、保育所(所長、保育士)計 10 名 

成果・課題 
[成果] 
・幼稚園・保育所の意見を取り入れたことで、小学校教育の視点に幼児教育の
視点を加えたスタートカリキュラムを作成することができた。 

・学校と各幼児教育施設の指導や保育に対する考え方、育成を目指す資質・能
力の違い等について、幼児教育施設の教員と小学校の教員で共通理解を図る
ことができた。 

 [課題] 
・新型コロナウイルス感染症の影響により、作成したスタートカリキュラムを
踏まえた取組を始めたのが年度途中となったことから、年間を通して活用し、
評価する必要がある。 

 

【作成したスタートカリキュラム（一部抜粋）】 


